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特別講演　

「稲作のはじまり－弥生・古墳時代の米づくりの技術－」

公 益 財 団 法 人 京 都 府 埋 蔵 文 化 財 調 査 研 究 セ ン タ ー
理 事 長 　 上 原 眞 人

　　　　　　　　　　　　　　　　　　はじめに

　　　　　　　　　　　　　　　　　Ⅰ　人が耕す

　　　　　　　　　　　　　　　　　Ⅱ　家畜で耕す

　　　　　　　　　　　　　　　　　Ⅲ　収穫する

　　　　　　　　　　　　　　　　　Ⅳ　脱穀する

本資料は、別冊として綴じています。

特別講演会　講演資料



2

メモ
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特別講演会　報告資料

木製品から見た古代のくらし
－製作・マツリ・交流－

（ 公 財 ） 京 都 府 埋 蔵 文 化 財 調 査 研 究 セ ン タ ー 　 新 美 祥 人 夢

　はじめに
向日市文化資料館で開催中の展覧会「古代のくらし－旧石器時代から古墳時代－」は古代の

くらしにスポットライトを当てるもので、「住む」「食べる」「狩る」「栽培」「つくる」「道具」「運

ぶ」「装う」「音楽」「祈る」の10のテーマごとにその変化を紹介しています。

この報告では、木製品を中心として、「つくる」・「祈る（マツリ）」・「道具」・「運ぶ（交流）」

の観点から京都府内の木製品を他地域と比較しながら歴史的位置付けを行いたいと思います。

取り扱う時代は、古墳時代がメインになります。古墳時代中期は、武器・武具が盛んに作られ

る時代であり、全国各地の集落遺跡から刀や剣を模して製作されたと思われる木製祭
さ い し

祀具など

が多く見つかっています。それらの遺物は水辺の祭祀が行われていたと考えられる祭祀遺構に

伴って出土することが多いようです。

特に年間降水量の多い日本海側の地域は、地中に残された木製品が比較的遺存しやすいとい

う特徴があります。また、京都府は、弥生時代から古墳時代にかけての水にかかわる祭祀遺構、

槽
そう

付き木
も く ひ

樋の出土例が国内で最多です。

今回の発表では、武器形の木製祭祀具と木を用いる祭祀遺構に焦点を当て、述べていくこと

とします。

１．	祭祀具の種類

この節では遺跡から出土する代表的な祭祀具について報告します。

まず、材質は大きく①石製、②土製、③木製に分けることができます。

石製品には武器・武具、 農工具、 服飾品、機
は た お り ぐ

織具などがあります。 石材は碧
へきぎょく

玉や緑色

凝
ぎょうかいがん

灰岩、滑
かっせき

石など多岐にわたります。石製祭祀具は、祭祀遺跡では農工具や有
ゆうこうえんばん

孔円板、剣形、

勾
まがたま

玉、臼
うすだま

玉が中心であり、集落遺跡では有孔円板、剣形、勾玉、臼玉のみがみられ、遺跡の性

格により出土する祭祀具の違いが認められます（飯田2012）。

土製の祭祀具は、アケビ形やサカナ形などの土製供
く も つ

物とそれを入れる笊
ざる

形や高杯などの容器

があります。これらは古墳から出土することが多いです。なお、祭祀行為に伴う石製品や土製
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品には、以下で説明する槽付き木樋を表現するものが存在します。

一方、木製の祭祀具は土製と石製に比べて、種類が豊富であり、また武器関連のものから

蓋
きぬがさ

や団
う ち わ

扇のように有力者が用いたと思われるものも含まれます。また、容器などの祭祀具も

あり、その種類は多岐にわたります（図１・９）。これら木製祭祀具は、マツリの内容によって

の使い分けがあることが指摘されています（穂積2009）。

重要なことは祭祀具の祖型は、ヤマト政権下で生み出されるものではなく、各地域で製作さ

れたものが、さまざまな交流により他地域の祭祀に組み込まれていくということがこれまでの

研究で明らかになりつつあることです。

次に、後に詳細に触れる武器関連の木製祭祀具について、その概要を記載します。

古墳時代の武器で圧倒的多数を占めるのは剣と刀で、時期によってヤリや鉾
ほこ

、鏃
ぞく

といった武

器も存在します。これらの武器の大多数は鉄製で、古墳からも出土しますが、木製品として製

作されることがあります。このような武器を模して製作された木製品を武器形木製品と呼称し

ます（図２）。基本的にこれら武器形木製品は把
つか

から刃部にかけて一連で製作されるものですが、

これらとは別に刃部の部分を別で製作し、組み合わせることによって、一つの武器となる木製

図１　祭祀で供される物品群構成（穂積2009）



5

図２　木製刀剣資料（橋本2018）

刀剣把（図２-９～11）のみが出土することも古

墳時代中期以降に一定数認められるようになり

ます。また、武具では盾
たて

や甲
かぶと

などを木で作る場

合も認められます。

２．木製品の生産
木製品は大きく「①加工する（生産段階）→

②使用する（消費段階）→③廃棄を経て（廃棄

段階）→④やがて土の中に埋まる→⑤現代に

至って発掘、分析される（廃棄後段階）のプロ

セスを経て（村上2007）」、遺構から出土しま

す。 ①加工する段階の木製品の生産工程に

は、伐採・加工と工具を必要とします。つま

り、木製品の生産には原木と工具が必要で、

集落遺跡で生産を行っている場合、副次的な

ものとして木を削った際に生じる木屑が出土

することもあります。

（１）木製品生産の工程と用いる道具

古くは石の道具を用いて作り出していたも

のが、時期が下るにつれ工具の主体が鉄製品

に変化します。本発表では、冒頭でも述べま

したように古墳時代中期を主に取り扱う時期

としますので、工具は鉄製のものが主流です

（図３）。手
ちょうな

斧やノミ、ヤリガンナなどが古墳

から出土する主な工具です。鉄製工具の中で

も鋸
のこ

はごくわずかしか出土しません。時期は

異なりますが、京都府内では京丹後市の遠
えんじょ

所

遺跡で、６世紀後半に鉄製工具の原料になる鉄

の生産を行っていた遺構が見つかっています。

（２）生産

生産場所　生産の際に木を削ると、削り屑
くず

が

出ます。この木屑が稀に遺跡に残されているこ
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とがあり、木屑が出土するとこ

の場で生産を行っていたという

ことがわかります。

樹種と木取り　道具に用いる

樹種についても特に強いこだわ

りがあったようで、弓に使う木

材はイヌガヤで、農具はカシ類

がよく用いられています。木の

特性を見極め、道具によって適

した方法と用材で、木を加工し

て製品を製作していきました。

また、 用材の特性を生かして、

道具の持つ機能に適したものを

製作するために次の木取りがみ

られます（図４）。

①縦木取り（板目）…木製品の

上面に年輪の湾曲線が現れるも

の。

②横木取り（柾目）…木製品の

上面に平行した年輪のすじが現

れるもの。

３．水辺のマツリ
木製品が多数出土する水辺で

行われたマツリの様子をみてみ

ましょう。地域、集落ごとにそ

の在り方はさまざまな様相があ

る水の祭祀ですが、大きく以下

の２つに分かれることが指摘さ

れています（穂積2012）。

①流水を利用し、施設などを

設け、祭祀行為を行うもの（流水
図４　木取りの方法

　（山田2018　柾目材・板目材の製作工程を一部改変）

柾目材の製材法（主に広葉樹材）

板目材の製材法（主に針葉樹材）

図３　古墳時代の復元道具（竹中大工道具館2014）



7
祭祀） 

②湧水を利用し、その周辺で祭祀行為をおこなうもの （湧水点祭祀）

本発表では①に該当する水辺の祭祀に焦点を当て、京都府内の事例と他県の代表的な事例に

ついて概観します。

（１）京都府内の事例

古
ふるどの

殿遺跡　京丹後市峰山町古殿に所在し、竹野川支流、小西川沿いの丘陵先端部の台地上に

所在する集落遺跡です。弥生時代から古墳時代前期、中世の遺構が見つかりました（図５）。２

次調査（昭和57年実施）で検出した古墳時代前期の溝（ＳＤ02）で、止水板を伴う構造物（堰
せき

か）が

確認されています。続く３次調査（昭和61年実施）でも、ＳＤ02と存続時期が同じ溝（ＳＤ302）で

堰板などの構造物が確認されました。座卓状の案
あん

や食事具、紡
ぼうしょくぐ

織具などの木製祭祀具も出土し

ています。また、ＳＤ02の南側で見つかった溝から古墳時代前期後半の木製刀剣把が出土した

ことは注目すべきポイントです。

浅
あさごだに

後谷南遺跡　京丹後市網野町に所在し、弥生時代後期から平安時代にかけて営まれた日本

海に近い丘陵裾に位置する遺跡です。調査により、弥生時代後期から平安時代に至る遺構や遺

物を検出しました（黒坪1998、石崎ほか2000）。注目されたのは、弥生時代後期から古墳時代前

期と古墳時代後期に機能していた流路です（図６）。弥生時代後期から古墳時代前期の層からは、

多量の土器と共に多数の木製品が出土しました。また、流路の中で確認された構造物は、古墳

時代前期の槽付き木樋を伴う水利施設（図６導水施設２）で、その木樋の出口からは桃の種がた

くさん出土しました。古墳時代後期の層でも木製の刀剣の把
つか

（次頁写真）などが出土するととも

に、堰などの水利施設（導水施設２）が見つかっており、古墳時代前期から中期にかけて水辺の

図５　古殿遺跡調査区配置図と２次調査ＳＤ02実測図（鍋田ほか1988）
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マツリを行った遺跡と考えられます。

瓦
かわらだに

谷遺跡　京都府と奈良県の境に位置する平
な ら や ま

城山の丘陵

部北側、木津川市市坂に所在した遺跡です。槽付き木樋が２

点出土しています（伊賀1991）。これら２つの槽付き木樋は、

原位置を保っておらず、上流からの流れ込みによって、集積

したようです。一緒に堆積した層から古墳時代前期後半の土

器が出土していることから、その時期に流されてきた（次頁

写真上）ことがわかりますが、どのように組まれていたかは

不明です。槽付き木樋の樹種は２つともクリで、丸太を半裁

し、中を刳り貫くことによって槽と樋の部分を作り出します。

クリ材の木樋は出土例が少ないものの、クリは水に強い特徴

があるため、選択されたのかもしれません。

千
ち よ か わ

代川遺跡 大
お お い

堰川右岸の亀岡市千代川町に所在し、大

堰川に注ぐ千代川によって形成された段丘化した扇
せんじょうち

状地と

開
かいせきたに

析谷底を中心に展開します。第37次調査においてA５区の

谷部に流れる自然流路から木樋が出土しました（山本2025、辻

2025・次頁写真下）。調査区内では時期が異なる２つの木樋が

出土しました。１つ目の木樋は槽が失われており、樹皮付き

図６　浅後谷南遺跡流路内遺物出土状況（高野2022）

浅後谷南遺跡出土の刀装具の把
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瓦谷遺跡の木樋出土状況

図３　Ａ５区の遺構平面図（1/500）

ＮＲ30ＮＲ30

ＮＲ35ＮＲ35

ＳＸ32ＳＸ32

Y:-42,780 Y:-42,760 Y:-42,740

X:-104,860

X:-104,840

X:-104,820

X:-104,800

20m0 Ｓ＝１：５００

谷部谷部

ＳＸ33ＳＸ33
断ち割り２断ち割り２

断ち割り１断ち割り１ＳＤ32ＳＤ32ＮＲ46ＮＲ46

ＮＲ30ＮＲ30

ＳＸ31ＳＸ31

ＳＸ43ＳＸ43

ＳＸ29ＳＸ29

ＳＤ47ＳＤ47

ＮＲ20-1ＮＲ20-1

ＮＲ20-2ＮＲ20-2

土石流の砂礫
（20層）の高まり
土石流の砂礫
（20層）の高まり

ＮＲ20-3ＮＲ20-3

谷部木樋検出状況（西から）

・丸数字は、図４の柱状図の記載地点を示す。

②②

①①

③③

④④

⑤⑤

木樋１（ＳＸ29）木樋１（ＳＸ29）

木樋2（ＳＸ43）木樋2（ＳＸ43）

ＳＸ31ＳＸ31

ＳＤ32ＳＤ32

ＳＸ44ＳＸ44

千代川遺跡第37次調査A５区木樋出土状況

の材でそれを支える土台などと合わせて出土しました。化学分析により古墳時代前期末から中

期初頭の製品に比定できます。２つ目は槽付き木樋で、堰板や木樋に接して並べられた芯
しん

持ち

丸太などの部材から構成されていました。これらは、化学分析の結果、古墳時代中期の年代観

が得られています。２つの遺構は、使用されている時期が異なっており、同じ箇所で時間幅を

もって祭祀が行われていたことを証明する貴重な資料です。また、周辺からは舟形や槽などの

木製品がまとまって出土しています。この遺跡の槽付き木樋について極めて重要なことは、槽

が２つあることです。後述する福岡県延
のぶなが

永ヤヨミ遺跡に続き全国で２例目の発見になりました
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小
こ ひ じ り

樋尻遺跡　城陽市富
と の

野の木津川の右岸に所在します。古墳時代前期、古墳

時代後期、奈良時代の建物跡が複数見つかっています。10・11次調査で自然流

路ＮＲ02から大きく縄文時代後期～晩期と弥生時代中期～古墳時代前期にまた

がる層を確認しました（福山2021、高野2022）。古墳時代前期の層で、堰板と合

わせて水流に対して並行に設置された槽付き木樋が出土しました。この槽付き

木樋を取り囲むように杭列を確認したのに加え、周辺からは漆塗りの盾や燃え

さし、桃の種などが出土しました。流路内から出土した木製品は、鋤・鍬など

の農工具や琴、盤、槽、案などがあります。また、槽付き木樋が出土した流路

の周辺の土器集積遺構では、高杯、器台、小型丸底壺などを用いた土器祭祀を

行っていた痕跡も見つかっています。

（２）他県の事例

石川県千
せんだい

代・能
の み

美遺跡　小松市に所在する遺跡で、湧水点祭祀と流水祭祀の

両方を行った跡が確認されました（図７）。北区画からは、大型掘
ほったてばしら

立 柱建物に

隣接する地点で大型の桶を井戸枠材に転用した井戸が見つかっています。大型小樋尻遺跡
出土琴

図７　千代・能美遺跡検出遺構図　S＝1/300
（小松市教育委員会2003）

図８　南郷大東遺跡検出遺構図（坂2024）
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掘立柱建物の南側には、目隠し塀

べい

と思わしき柱穴があり、工房施設群があると思われる中央区

画との境には板塀が設置されています。南区画からは流水祭祀に該当する導水施設が見つかり

ました。導水施設の東南側の井戸から溢れ出る水を木製構造物に流し入れたものと考えられま

す。大量の土器とともに木製高杯や武器・舟といった木製祭祀具の出土も確認されています。

奈良県南
なんごうおおひがし

郷大東遺跡　御所市に所在し、奈良盆地西南部の金剛山東麓の扇状地上に位置す

る集落遺跡です（図８）。木樋は２つ見つかっており、１つは槽付き木樋で、もう１つは槽がな

いタイプです。槽付き木樋の周辺には覆屋や垣根といった施設が見つかっており、そこからは

水のマツリが行われたことを想定させる桃の種、紡織具、武器類、盾、建築部材、団扇、琴な

どの遺物が大量に出土しています。

福岡県延永ヤヨミ園遺跡　行橋市大字延永に所在し、現在の海岸線から約５㎞内陸に入

った段丘上に位置します。遺跡が立地する場所は、当時海岸線がすぐ近くまであり、海を

見渡す地形であったといえます。おおむね弥生時代終末期から古墳時代前期、古墳時代後

期、古代、中世の４つの時期にかけて集落が営まれていました。古墳時代前期の槽付き木

樋が出土しています。千代川遺跡と同様に２連槽のものです（九州歴史博物館2015）。

４．木製品と水辺のマツリをめぐる交流
ここまで、木製品が出土した水辺のマツリの様子をみてきました。これらの内容を基に、

日本海域の木製祭祀具とくに刀形木製品、剣形木製品などの武器形木製品に視点を向け

て、他地域の動向と合わせて京都府内の遺跡の様相について考えてみたいと思います。

木製祭祀具は今までの研究において、地域ごとのさまざまな関係が指摘されています。

例えば、容器の観点で見ると花弁木製高杯（図９－48・49）は日本海側で製作されたものが

奈良県の纏
まきむく

向遺跡などのマツリの祭祀具の中に組み込まれていくこともわかっています。

刀形木製品や剣形木製品は、弥生時代後期以降になると出土量が増え、刀形木製品は古代

になってからも出土します。しかし、剣形木製品は古墳時代中期を境として出土量が激減

します。この事象は祭祀形態の変化、あるいは日本列島内における武器生産と密接な関係

が想定されます。

弥生時代後期から古墳時代前期の槽が付いた木樋や武器形木製品に伴う水辺のマツリ

は、北陸や丹後などの日本海沿岸で出現したものが、滋賀などを経由して畿内へ入ってき

たことが指摘されています（青柳2019）。

　古墳時代中期は武器・武具の大量生産が行われた時代で、生産された武器・武具は、古

墳の埋葬施設に納められます。この時期、九州から北陸まで、刀形木製品、剣形木製品に

加え木製刀剣装具の出土量が増加します。奈良県布
ふ る

留遺跡は奈良盆地東部に位置する集落
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図９　古墳時代の祭具・儀具（穂積2018）
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凡例
前期

中期

後期

不明

木樋
木製高坏

武器形木製品土器

４

13

14
15

17
19
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16９
７６ ８

１

２
３

５

11
12

④木樋を用いる祭祀の共有④木樋を用いる祭祀の共有
⑤武器形祭祀の共有⑤武器形祭祀の共有

②木製高坏文化圏②木製高坏文化圏
③木製高坏などの祭祀具と移動か③木製高坏などの祭祀具と移動か

①流水祭祀に武器形を用いる文化①流水祭祀に武器形を用いる文化

①① ②②

③③④④

⑤⑤

図10　古墳時代の木製祭祀具分布図

番
号 遺跡名 遺構等 時期

出土遺物

備考

土器 木製品
外
来
系

手
づ
く
ね

桃
の
種

紡
織
具

農
工
具

武
器
・
武
具

建
築
部
材

船
材
・
馬
具

容
器
類

琴 鳥
・
舟
形

武
器
形

発
火
具

1 東沢 槽付き木樋 前期前半 原位置を保っていない
ため不明

2 千代・能
美

井戸・矢板
水路 前期前半 〇 〇 〇 〇 〇 木樋はもたない

3 畝田 槽付き木樋 前期前半 〇 〇 〇 〇 〇

4 八日市 前期初頭 〇 〇 〇 〇 〇 木樋のない溜枡状施
設、柵などで遮蔽

5 服部 槽付き木樋 前期初頭 〇 土器のみか

6 磯野北 槽付き木樋 前期後半 土器のみか、周辺には
滑石製品製作工房

7 南郷大東 槽付き木樋 中期前半 〇 〇 〇 〇 〇 〇 槽周辺に覆屋が付設

8 大柳宮ノ
前 槽付き木樋 後期初頭 〇 〇

9 神並・西
ノ辻 槽付き木樋 中期後半 〇 〇

10 茄子作 木製品は大量に出土

11 古殿 前期後半 〇 〇 〇 〇 木樋はない、刀把が出
土

12 浅後谷南 槽付き木樋 前期前半 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 板状木製品

13 瓦谷 槽付き木樋 前期後半 原位置を保っていない
槽付き木樋

14 小樋尻 槽付き木樋 前期前半 〇 〇 整理作業中

15 千代川 槽付き木樋 前期後半
～中期

〇 整理作業中
木樋

16 纏向 槽付き木樋 前期初頭 土器のみ
土壙４ 前期初頭 〇 〇 〇

17 延永ヤヨ
ミ園 槽付き木樋 前期前半 土器のみ

18 赤井手 槽付き木樋 詳細不明

19 惣利 井戸・矢板
水路？ 前期か 詳細不明

対象遺跡一覧
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遺跡です。古墳時代中期から後期にかけて集落規模が拡大していきます（山内編 1995 ほ

か）。木製鞘
さや

や把といった刀剣装具が日本最大の出土量を誇ります。軍事や祭祀を掌握し

ていたとされる物
もののべ

部氏の勢力範囲内に位置することから、同氏との関係も注目される遺跡

です。

５．おわりに
ここまで、木製品がたくさん残された水辺のマツリを通して、古代のくらしを「つくる・

マツリ・交流」の３つの観点から、京都府内の様相を中心に述べてきました。近年、当調

査研究センターでは、丹後半島での発掘調査が増えてきています。木製品は、その性質か

ら残りにくいものですが、冒頭で述べたように、雨量の多い日本海側では、木製品が残さ

れている可能性が高いようです。今後の発掘調査で、木製品が出土することを期待し、古

代のくらしがより鮮明にわかるように努めていきたいと考えます。
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